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「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律施行規則第一条第三

項及びフロン類算定漏えい量等の報告等に関する命令第二条第三号の規定に基

づき、国際標準化機構の規格八一七に基づき、環境大臣及び経済産業大臣が定

める種類並びにフロン類の種類ごとに地球の温暖化をもたらす程度の二酸化炭

素に係る当該程度に対する比を示す数値として国際的に認められた知見に基づ

き環境大臣及び経済産業大臣が定める係数」等の改正案の概要 

 

平成２８年２月９日 

環 境 省 

経 済 産 業 省 

 

 現行のＧＷＰ告示1を廃止し、新しいＧＷＰ告示を設けるとともに、施行規則

について所要の改正を行う。 

 

１．新告示の内容 

（１）単一冷媒について 

単一冷媒のフロン類の種類及びそのＧＷＰは表１のとおりとする。なお、表

１に掲載されていないフロン類は「その他フロン類」とし、ＧＷＰは０とする

こと。 

【旧告示からの改正点】 

・新たにＲ－１３及びＲ－１４１ｂを告示種類として規定するとともに、ＧＷＰ値を規

定すること。（表１の３番及び１４番） 

・表１に掲載されていないフロン類は「その他フロン類」とし、ＧＷＰは０とすること。 

表１ 

番号 告示種類 ＧＷＰ 

1 Ｒ－１１（トリクロロフルオロメタン） 4750 

2 Ｒ－１２（ジクロロジフルオロメタン） 10900 

3 Ｒ－１３（クロロトリフルオロメタン） 14400 

4 Ｒ－２２（クロロジフルオロメタン） 1810 

5 Ｒ－２３（トリフルオロメタン） 14800 

                         
1 フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律施行規則第一条第三項及びフロ

ン類算定漏えい量等の報告等に関する命令第二条第三号の規定に基づき、国際標準化機構

の規格八一七に基づき、環境大臣及び経済産業大臣が定める種類並びにフロン類の種類ご

とに地球の温暖化をもたらす程度の二酸化炭素に係る当該程度に対する比を示す数値とし

て国際的に認められた知見に基づき環境大臣及び経済産業大臣が定める係数（平成 27年経

産省・環境省告示第５号。） 
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6 Ｒ－３２（ジフルオロメタン） 675 

7 Ｒ－１１３（トリクロロトリフルオロエタン） 6130 

8 Ｒ－１１４（ジクロロテトラフルオロエタン） 10000 

9 Ｒ－１１５（クロロペンタフルオロエタン） 7370 

10 Ｒ－１２３（ジクロロトリフルオロエタン） 77 

11 Ｒ－１２４（クロロテトラフルオロエタン） 609 

12 Ｒ－１２５（１・１・１・２・２－ペンタフルオロエタン） 3500 

13 Ｒ－１３４ａ（１・１・１・２－テトラフルオロエタン） 1430 

14 Ｒ－１４１ｂ（１・１―ジクロロ―１―フルオロエタン） 725 

15 Ｒ－１４２ｂ（１－クロロ－１・１－ジフルオロエタン） 2310 

16 Ｒ－１４３ａ（１・１・１－トリフルオロエタン） 4470 

17 Ｒ－１５２ａ（１・１－ジフルオロエタン） 124 

18 
Ｒ－２２７ｅａ（１・１・１・２・３・３・３－ヘプタフルオロプ

ロパン） 
3220 

19 
Ｒ－２３６ｆａ（１・１・１・３・３・３－ヘキサフルオロプロパ

ン） 
9810 

20 Ｒ－２４５ｆａ（１・１・１・３・３－ペンタフルオロプロパン） 1030 

 

（２）混合冷媒について 

混合冷媒については、表２のとおりとする。 

【旧告示からの改正点】 

・「その他のフロン類」と表示することとされていたフロン類のうち、ISO817 に掲載さ

れている３５種類について、新たにＲ番号表記により規定するとともに、当該フロン

類のＧＷＰ値を規定すること。 

・ISO817 に掲載されていないフロン類の告示種類を「その他混合冷媒」とするとともに、

計算方法を規定すること。（表２の６５番） 

表２ 

番号   

1 Ｒ－４０１Ａ 1180 

2 Ｒ－４０１Ｂ 1290 

3 Ｒ－４０１Ｃ 933 

4 Ｒ－４０２Ａ 2790 

5 Ｒ－４０２Ｂ 2420 

6 Ｒ－４０３Ａ 1360 

7 Ｒ－４０３Ｂ 1010 
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8 Ｒ－４０４Ａ 3920 

9 Ｒ－４０６Ａ 1940 

10 Ｒ－４０７Ａ 2110 

11 Ｒ－４０７Ｂ 2800 

12 Ｒ－４０７Ｃ 1770 

13 Ｒ－４０７Ｄ 1630 

14 Ｒ－４０７Ｅ 1550 

15 Ｒ－４０７Ｆ 1820 

16 Ｒ－４０８Ａ 3150 

17 Ｒ－４０９Ａ 1580 

18 Ｒ－４０９Ｂ 1560 

19 Ｒ－４１０Ａ 2090 

20 Ｒ－４１０Ｂ 2230 

21 Ｒ－４１１Ａ 1600 

22 Ｒ－４１１Ｂ 1710 

23 Ｒ－４１２Ａ 1840 

24 Ｒ－４１３Ａ 1260 

25 Ｒ－４１４Ａ 1480 

26 Ｒ－４１４Ｂ 1360 

27 Ｒ－４１５Ａ 1510 

28 Ｒ－４１５Ｂ 546 

29 Ｒ－４１６Ａ 1080 

30 Ｒ－４１７Ａ 2350 

31 Ｒ－４１７Ｂ 3030 

32 Ｒ－４１８Ａ 1740 

33 Ｒ－４１９Ａ 2970 

34 Ｒ－４２０Ａ 1540 

35 Ｒ－４２１Ａ 2630 

36 Ｒ－４２１Ｂ 3190 

37 Ｒ－４２２Ａ 3140 

38 Ｒ－４２２Ｂ 2530 

39 Ｒ－４２２Ｃ 3080 

40 Ｒ－４２２Ｄ 2730 

41 Ｒ－４２３Ａ 2280 

42 Ｒ－４２４Ａ 2440 
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43 Ｒ－４２５Ａ 1510 

44 Ｒ－４２６Ａ 1510 

45 Ｒ－４２７Ａ 2140 

46 Ｒ－４２８Ａ 3610 

47 Ｒ－４２９Ａ 12 

48 Ｒ－４３０Ａ 94 

49 Ｒ－４３１Ａ 36 

50 Ｒ－４３４Ａ 3250 

51 Ｒ－４３５Ａ 25 

52 Ｒ－４３７Ａ 1810 

53 Ｒ－４３８Ａ 2260 

54 Ｒ－４３９Ａ 1980 

55 Ｒ－４４０Ａ 144 

56 Ｒ－４４２Ａ 1890 

57 Ｒ－５００ 8080 

58 Ｒ－５０１ 4080 

59 Ｒ－５０２ 4660 

60 Ｒ－５０７Ａ 3990 

61 Ｒ－５０８Ａ 5770 

62 Ｒ－５０８Ｂ 6810 

63 Ｒ－５０９Ａ 796 

64 Ｒ－５１２Ａ 189 

65 その他混合冷媒 

混合冷媒中の表一の中欄に掲げる物質ごとに、国際標準化機構

の規格五一四九／一に定めのある混合冷媒については、同規格

に基づく当該混合冷媒中の物質の混和の質量の割合に、それ以

外の混合冷媒については、当該混合冷媒中の物質の混和の質量

の割合に、当該物質に係る表一の右欄に掲げる係数を乗じて得

られる値を算定し、当該物質ごとに算定した値を合計して得た

値（一未満の端数があるときは、その端数を四捨五入して得た

値） 

 

（３）その他 

【旧告示からの改正点】 

・各フロン類の規定順を、ISO817 に基づく順番（冷媒番号順）とすること。 

・名称を「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律施行規則第一条第三
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項及びフロン類算定漏えい量等の報告等に関する命令第二条第三号の規定に基づき、

国際標準化機構の規格八一七等に基づき、環境大臣及び経済産業大臣が定める種類並

びにフロン類の種類ごとに地球の温暖化をもたらす程度の二酸化炭素に係る当該程度

に対する比を示す数値として国際的に認められた知見に基づき環境大臣及び経済産業

大臣が定める係数」とする。（「…国際標準化機構の規格八一七等」の【等】を追加す

る。） 

 

２．施行日 

（１）ＧＷＰ告示 

・充塡証明書、回収証明書、第一種フロン類再生業の許可申請、再生証明書、

破壊証明書に係る改正は、平成 28 年４月１日から適用する。 

・特定製品への表示に係る改正は、平成 29 年４月１日から適用する。 

・フロン類算定漏えい量の報告・集計、第一種フロン類再生業者の再生量報告

及びフロン類破壊業者の破壊量報告は前年度の状況を集計するものであるた

め、平成 29 年４月１日から適用する。 

 

（２）施行規則 

・平成 28 年４月１日 

 

 

 

（参考）「国際標準化機構の規格八一七」について 

「国際標準化機構の規格八一七」とは、冷媒に付与される冷媒番号の定め方

について規定された規格。具体的には、物質に含まれる炭素、フッ素、水素の

数による番号の付け方、異性体の種類による英文字の付け方、混合冷媒の番号

の付け方などが定められている。 

 

 

以上 


